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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期
第１四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成28年７月１日
至平成29年６月30日

売上高 （千円） 7,115,225 26,014,403

経常利益 （千円） 1,120,547 2,237,946

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 723,600 1,427,689

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 728,387 1,447,819

純資産額 （千円） 8,591,930 8,116,742

総資産額 （千円） 17,751,297 17,364,141

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 57.16 133.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － －

自己資本比率 （％） 48.4 46.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、第54期第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第54期第１

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

５．平成28年12月15日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っておりますが、第54期の期首に当該株式分

割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。なお、当社は、前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成してい

ないため、前年同四半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成29年７月１日から平成29年９月30日まで）における我が国経済は、企業収益や

雇用・所得環境の改善が継続し、回復基調が穏やかに継続しました。一方、海外におきましては米国の政治動向に

対する懸念や、東アジアにおける地政学的リスクの高まり等により先行きが不透明な状況が続いております。

ホテル業界におきましては、平成29年９月29日に観光庁が公表している最新の宿泊旅行統計調査（平成29年８月

第１次速報）によりますと国内全体の延べ宿泊者数は5,453万人で前年同月比△0.6％の減少となり、前年同月より

やや減少したものの、依然として宿泊需要は好調に推移しております。その内訳として日本人宿泊者の前年同月比

は７月が△0.5％、８月が△2.8％の２ヶ月連続で前年同月を下回りましたが、外国人宿泊者の前年同月比は７月が

＋10.5％、８月が＋18.5％と２ヶ月連続の二桁成長で、依然として調査開始以来の最高値が継続しており、業界全

体の需要を大きく牽引いたしました。

外国人宿泊者は、引き続き三大都市圏で高い需要を維持しましたが、地方部の伸びがそれを上回っており、地方

への拡散傾向の強まりはさらに続くことが予想されております。

このような経済状況の下で、当社グループにおいて宿泊特化型のビジネスホテルを展開するチョイスホテルズ事

業は、九州・沖縄地方では前年から引き続いてビジネス需要・観光需要・インバウンド需要等の外部環境が良好で

高い稼働状況を維持できました。

また、北海道・東北においても各種イベント等で宿泊需要が旺盛であり、高い稼働状況を維持できました。

一方、東京・大阪を中心とした大都市圏の競合増加、価格下落等のマーケット変動が続いており、柔軟な価格戦

略・販売経路の拡大等で収益維持を図っております。

地域特性に合わせて宴会場等を併設したシティホテルを中心に展開するグリーンズホテルズ事業は、中部・近畿

地方の堅調なビジネス需要に加え、夏休みの観光需要や各種イベントの需要等を取り込み、客室稼働の上昇と客室

単価の維持を図ることができました。

当社グループ全体では、全国的に好調なインバウンド需要や夏季休暇等による国内需要に支えられたことや、前

期に新規出店した２店舗（コンフォートホテル豊橋、コンフォートホテル東京東神田）が業績に貢献し、売上高及

び利益が好調に推移しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高7,115百万円、営業利益1,130百万円、経常利益1,120百

万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は723百万円となりました。

 

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産につきましては、17,751百万円（前連結会計年度末17,364百万円）と

387百万円増加いたしました。

うち流動資産は、7,888百万円（同7,425百万円）と463百万円増加いたしました。これは、主に現金及び預金と

売掛金の増加等によるものであります。

固定資産は、9,862百万円（同9,938百万円）と75百万円減少いたしました。これは主に減価償却による建物、工

具、器具及び備品等の減少によるものであります。

負債につきましては、9,159百万円（同9,247百万円）と88百万円減少いたしました。

うち流動負債は、4,103百万円（同3,972百万円）と130百万円増加いたしました。これは主に賞与引当金の増加

によるものであります。

固定負債は、5,055百万円（同5,274百万円）と219百万円減少いたしました。これは、主に長期借入金の減少に

よるものであります。

純資産につきましては、8,591百万円（同8,116百万円）と475百万円増加いたしました。これは、主に親会社株

主に帰属する四半期純利益によるものであります。この結果、自己資本比率は48.4％（前連結会計年度末比1.7ポ

イント増）となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題
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当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,660,000 12,660,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第二部）

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお、単元株式数は100

株であります。

計 12,660,000 12,660,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 12,660,000 － 1,781,660 － 1,781,660
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式12,659,300 126,593

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式でありま

す。なお、単元数は

100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　 700 －
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 12,660,000 － －

総株主の議決権 － 126,593 －

 

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次の通りであります。

　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役会長 － 代表取締役会長 － 村木　敏雄 平成29年９月28日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年７月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、「企業内容等開示ガイドライン24

の４の７－６」の規定に基づいて前年同四半期との対比は行っておりません。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,579,948 5,786,490

売掛金 972,434 1,098,627

原材料及び貯蔵品 88,861 82,073

繰延税金資産 59,897 59,897

その他 728,299 862,104

貸倒引当金 △3,917 △567

流動資産合計 7,425,524 7,888,626

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,535,022 1,506,327

工具、器具及び備品（純額） 364,290 350,149

土地 2,888,552 2,888,552

リース資産（純額） 35,600 32,297

有形固定資産合計 4,823,465 4,777,326

無形固定資産 400,584 375,599

投資その他の資産   

投資有価証券 53,946 58,855

長期貸付金 61,984 59,980

差入保証金 4,535,998 4,524,364

その他 120,637 124,544

貸倒引当金 △58,000 △58,000

投資その他の資産合計 4,714,566 4,709,744

固定資産合計 9,938,616 9,862,670

資産合計 17,364,141 17,751,297
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 918,416 972,172

短期借入金 97,810 97,810

1年内返済予定の長期借入金 914,414 914,414

未払金 547,937 508,450

未払費用 554,162 544,588

未払法人税等 572,809 439,885

未払消費税等 158,318 218,300

賞与引当金 － 170,735

その他 208,630 237,111

流動負債合計 3,972,498 4,103,469

固定負債   

長期借入金 4,721,272 4,504,065

資産除去債務 402,848 404,504

その他 150,778 147,327

固定負債合計 5,274,899 5,055,897

負債合計 9,247,398 9,159,366

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,781,660 1,781,660

資本剰余金 1,781,660 1,781,660

利益剰余金 4,562,078 5,032,478

株主資本合計 8,125,398 8,595,798

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,278 6,076

繰延ヘッジ損益 △11,934 △9,945

その他の包括利益累計額合計 △8,656 △3,868

純資産合計 8,116,742 8,591,930

負債純資産合計 17,364,141 17,751,297
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 7,115,225

売上原価 4,856,805

売上総利益 2,258,420

販売費及び一般管理費 1,127,871

営業利益 1,130,548

営業外収益  

受取利息 328

デリバティブ評価益 1,210

違約金収入 1,130

その他 2,447

営業外収益合計 5,117

営業外費用  

支払利息 13,552

シンジケートローン手数料 1,407

その他 158

営業外費用合計 15,118

経常利益 1,120,547

特別損失  

固定資産除却損 1,041

特別損失合計 1,041

税金等調整前四半期純利益 1,119,505

法人税等 395,905

四半期純利益 723,600

親会社株主に帰属する四半期純利益 723,600

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 723,600

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 2,798

繰延ヘッジ損益 1,989

その他の包括利益合計 4,787

四半期包括利益 728,387

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 728,387

 

EDINET提出書類

株式会社グリーンズ(E32988)

四半期報告書

10/14



【注記事項】

（表示方法の変更）

　（連結損益計算書関係）

　前連結会計年度において、「営業外収益」の「受取地代家賃」に含めていた借上社宅の従業員負担分について

は、費用負担の実態を明確にし、損益区分をより適切に表示するために、当第１四半期連結会計期間より「売上

原価」、「販売費及び一般管理費」から控除する方法へ変更しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日）

減価償却費 90,822千円

のれんの償却額 4,706

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成29年７月１日　至　平成29年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年９月28日

定時株主総会
普通株式 253,200 20 平成29年６月30日 平成29年９月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、ホテル事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 57円16銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 723,600

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
723,600

普通株式の期中平均株式数（株） 12,660,000

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

　　　　記載しておりまん。

 

(重要な後発事象)

　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社グリーンズ(E32988)

四半期報告書

13/14



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月６日

株式会社グリーンズ

取締役会　御中

 

仰星監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　和範　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小出　修平　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社グ

リーンズの平成29年７月１日から平成30年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年７月１

日から平成29年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年７月１日から平成29年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社グリーンズ及び連結子会社の平成29年９月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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